
　
　
　
　
　
緒
　
　
　
　
　
介

る
様
に
な
っ
て
き
た
。
就
中
歴
史
の
形
態
の
一
つ
で
あ
る
徳
記
が

こ
の
論
雫
に
就
い
て
最
も
多
く
動
か
さ
れ
て
．
一
時
は
時
代
が
優

位
を
占
め
て
偉
人
が
蛛
殺
さ
れ
る
に
至
っ
て
旧
記
編
纂
亦
無
意
味

な
も
の
に
な
っ
た
事
も
あ
っ
た
が
、
近
時
は
歴
史
的
舐
會
的
な
る

も
の
Σ
實
在
を
主
張
す
る
と
共
に
、
之
を
實
践
に
移
す
も
の
と
し

て
の
偉
人
の
意
義
を
も
認
識
さ
れ
る
様
に
な
っ
て
來
て
、
個
人
の

傅
記
編
纂
の
究
極
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
に
到
っ
た
。
而
し
て
本

書
は
三
篇
よ
り
成
り
、
後
醍
醐
天
皇
北
畠
親
房
北
畠
顯
家
に
別
れ

て
み
る
が
、
本
編
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
る
親
房
の
功
績
よ
り
も
鼎
編

と
し
て
読
か
れ
て
る
る
後
醍
醐
天
皇
の
御
理
想
の
方
に
、
著
者
が

歴
史
的
意
義
を
付
し
て
み
る
鮎
に
先
の
問
題
に
付
い
て
注
意
の
深

さ
が
思
は
れ
る
。
公
家
一
統
政
治
の
魔
羅
の
理
想
の
爲
に
何
物
に

も
凝
せ
ら
れ
な
か
っ
た
天
皇
の
信
念
が
途
に
は
新
し
い
時
代
を
生

ん
だ
も
の
で
あ
り
、
親
募
は
そ
の
翼
賛
者
ど
し
て
常
に
天
皇
を
助

け
奉
り
一
呈
露
實
に
郎
す
ろ
事
を
忘
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と

設
か
れ
て
る
る
鮎
に
本
書
論
述
の
重
灘
が
あ
る
と
考
へ
て
こ
の
黙

を
明
ら
か
に
す
る
事
に
よ
っ
て
夏
に
過
渡
期
と
し
て
の
南
北
朝
時

代
が
夏
に
深
く
理
解
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
信
ず
る
。
（
菊
版
四
二

　
　
　
　
　
　
禦
十
七
巷
第
二
號
　
三
一
四

二
頁
、
京
都
星
野
書
店
断
行
、
定
償
金
滲
園
）
∩
赤
松
〕

　
　
　
醗
史
蹟
調
査
報
告
　
第
五
、
第
六
輯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
省
宗
漱
局
編

　
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
難
事
法
の
施
行
以
來
、
史
蹟
と
し
て
指

定
さ
れ
て
る
る
も
の
約
二
百
個
所
に
蓬
し
て
み
る
。
大
正
＋
五
年

以
降
其
局
で
は
指
定
に
必
要
な
調
査
を
主
と
し
た
題
目
の
報
告
と

別
に
畢
衛
的
調
査
を
主
と
し
た
精
査
報
告
を
刊
行
し
て
逐
次
こ
の

記
念
す
べ
き
史
蹟
の
國
家
的
蝿
帳
を
作
成
し
つ
、
あ
る
。
今
、
題

記
の
第
五
輯
に
は
昭
和
四
年
度
に
指
定
を
受
け
た
千
葉
、
愛
知
、

山
梨
、
岐
阜
、
岡
由
、
由
口
各
縣
下
の
う
ち
十
ケ
灰
を
、
其
の
第

六
輯
に
は
次
年
度
指
定
の
京
都
、
神
奈
川
，
千
葉
、
三
重
、
鵡
島

岐
阜
、
長
野
、
編
井
、
石
川
，
妾
出
、
．
岡
山
、
山
江
縣
の
＋
七
ヶ

所
を
記
録
す
る
。
｝
々
の
史
蹟
の
目
次
を
羅
ぐ
る
こ
と
は
省
略
す

る
が
、
数
種
の
報
告
は
墨
壷
の
史
蹟
調
査
報
告
を
容
易
に
入
手
し

難
い
者
に
と
っ
て
便
盆
を
受
く
虚
が
多
い
。
此
機
に
際
し
全
般
に

亙
る
指
定
史
蹟
を
要
約
し
た
一
豊
表
的
な
も
の
・
刊
行
を
望
む
も

の
で
あ
る
。

（1，56）



　
　
　
⑳
品
漢
三
國
山
ハ
朝
紀
年
鏡
盤
ハ
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
原
　
末
治
著

　
前
漢
許
婚
元
年
鏡
以
下
東
魏
天
覧
三
年
鏡
に
至
る
約
七
十
颪
の

紀
年
鏡
の
個
々
の
解
説
と
最
も
正
鵠
な
銘
辮
の
海
鼠
を
與
へ
附
す

る
に
一
賢
表
を
以
て
し
て
み
る
Q
鏡
鑑
研
究
上
更
に
二
字
上
の
考

察
に
主
要
な
糠
貼
を
な
す
と
共
に
支
那
の
金
石
卸
町
に
資
す
る
所

の
多
い
も
の
で
あ
ら
う
。
（
賠
償
堂
圓
五
拾
銭
、
東
京
回
田
、
岡
書

院
騎
行
）

　
　
　
⑳
豊
州
金
鈴
塚
飾
履
塚
獲
掘
調
査
報
告
圖
版

　
大
正
十
三
年
五
、
六
の
爾
月
に
亙
り
梅
原
末
治
、
小
泉
顯
夫
氏

等
の
嚢
掘
に
か
・
る
慶
州
路
東
璽
の
二
古
墳
の
調
査
報
告
に
添
ふ

岡
版
が
大
正
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告
書
一
冊
と
し
て
本
文
に
先

だ
ち
刊
行
さ
れ
た
。
二
古
墳
の
内
容
に
就
い
て
は
近
く
太
文
の
獲

刊
さ
る
、
に
譲
る
こ
と
、
す
る
が
、
今
、
綴
版
を
通
じ
て
見
る
二

古
墳
の
内
容
が
嚢
き
に
嚢
表
さ
れ
た
る
金
冠
塚
の
そ
れ
に
劣
る
こ

と
の
な
い
遽
物
を
包
属
す
る
こ
と
に
於
い
て
新
羅
文
化
を
如
實
に

示
し
、
南
鮮
に
於
け
る
基
本
的
資
料
を
更
に
提
供
す
る
も
の
に
外

　
　
　
　
　
溜
　
　
　
　
介

如

な
ら
な
い
と
思
ふ
。

⑳
慶
爾
北
道
達
城
郡
蓬
西
面
古
墳
調
査
報
告

　
題
目
の
調
査
報
告
が
大
正
十
二
年
古
蹟
調
査
報
告
第
　
冊
と
し

て
朝
鮮
超
越
府
か
ら
”
刊
行
さ
れ
た
。
帥
ち
大
嶺
市
街
の
西
方
丘

陵
上
に
存
在
す
る
撒
＋
基
の
唾
罵
群
中
江
基
を
獲
掘
調
査
し
て
野

守
健
、
小
泉
愚
夫
天
引
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本

文
を
十
章
に
分
ち
総
説
、
古
墳
群
の
配
置
、
古
墳
調
査
の
経
過
の

各
章
に
次
で
六
墳
の
そ
れ
ん
＼
に
獲
掘
の
経
愚
、
石
榔
構
造
、
慧
　
り

物
の
配
鰻
蕩
の
各
節
を
詳
述
す
る
六
讐
覆
三
論
を
以
σ

て
し
て
ゐ
る
っ
附
す
る
に
嗣
面
飛
山
洞
の
一
古
墳
の
調
査
報
告
が

あ
る
。

　
各
墳
墓
に
翻
葬
す
る
遣
物
は
金
冠
を
圭
幹
と
す
る
装
身
具
を
始

め
武
器
、
馬
具
に
至
る
ま
で
從
來
早
掘
調
査
せ
ら
れ
た
慶
州
、
梁

山
、
昌
寧
所
在
の
著
名
な
墳
墓
の
副
葬
品
と
略
々
同
一
で
あ
っ
て

遣
物
上
か
ら
は
支
那
南
北
朝
時
代
の
文
化
の
影
響
を
多
分
に
受
け

た
南
鮮
古
新
羅
時
代
の
も
の
に
望
事
せ
ら
れ
る
が
、
墳
墓
の
構
造

に
於
い
て
木
榔
積
石
塚
等
を
見
る
な
く
．
石
質
に
於
い
て
禰
々
特

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
五



　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
介

異
牲
を
有
す
る
石
榔
壇
、
で
あ
る
こ
と
に
爾
春
の
開
に
地
方
藻
を
認

め
、
畢
寛
本
地
域
の
墳
墓
は
在
來
の
史
論
墳
墓
の
傅
統
を
受
け
た

構
築
に
錨
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
さ
れ
て
ゐ
る
っ

　
い
つ
れ
に
し
て
も
墳
墓
の
構
築
に
特
殊
姓
を
指
適
さ
れ
て
み
る

こ
と
は
本
報
告
を
夏
に
指
値
づ
け
る
も
の
で
あ
ら
う
。

⑭
欧
米
に
於
け
る
支
那
古
鏡

梅
原
　
末
治
著

　
題
臼
の
示
す
様
に
著
者
の
敵
米
食
溜
三
年
に
囑
目
せ
ら
れ
た
千

撒
百
の
支
那
鏡
鑑
を
基
本
と
し
て
鏡
鑑
に
封
ず
る
新
知
見
を
論
述

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
附
す
る
に
學
的
儂
値
の
多
い
漸
賛
料
約
百

二
十
面
を
鮮
明
な
圖
版
と
し
て
提
供
さ
れ
て
み
る
。
本
文
の
内
容

は
妻
事
に
於
け
る
支
那
古
鏡
と
歓
米
に
於
け
る
唐
鏡
に
就
い
て
の

二
題
目
に
分
ち
聾
者
は
更
に
序
説
、
亜
米
利
加
に
於
け
る
支
那
古

鏡
、
欧
洲
各
地
の
支
那
古
鏡
、
考
古
瀬
上
の
フ
ン
ド
と
紡
製
鏡
の

起
源
、
平
信
、
婆
金
鏡
及
び
方
鏡
の
新
資
料
，
所
謂
階
鏡
に
就
い

て
、
複
製
古
鏡
の
性
質
と
其
起
源
の
八
項
と
し
、
附
録
と
し
て
歓

米
に
齎
さ
れ
た
β
本
出
土
の
古
鏡
外
二
篇
が
あ
る
ゆ

　
　
　
　
　
　
餓
生
丁
七
舞
｝
　
第
二
號
　
　
　
　
ご
一
山
ハ

　
支
那
古
鏡
の
研
究
が
親
近
著
し
く
猿
頭
し
た
こ
と
は
著
渚
の
努

力
の
與
っ
て
大
な
る
こ
と
は
誰
れ
人
も
疑
は
な
い
麗
で
あ
ら
う
。

他
方
駄
米
の
斯
墨
者
は
其
優
秀
な
資
料
を
獲
得
し
て
新
見
解
を
開

織
し
彼
の
秦
銅
器
の
梶
唱
な
ど
は
其
著
し
い
所
産
で
あ
る
。
此
の

機
蓮
に
毒
し
た
著
者
は
學
的
儂
値
の
最
も
正
確
な
資
料
に
基
い
て

上
述
の
支
那
鏡
鑑
に
封
ず
る
考
察
を
畢
ぴ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
黙

に
岡
版
の
み
に
就
い
て
も
斯
學
者
の
容
易
に
見
聞
す
る
こ
と
の
鶴

來
な
い
資
料
を
網
羅
さ
れ
て
る
る
こ
と
は
更
に
こ
れ
よ
り
受
く
る

貢
献
の
多
大
な
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
か
ら
う
。
（
定
債
八
圓
五
拾

銭
、
東
京
虻
田
、
刀
懸
書
院
登
行
）

囎
高
句
麗
時
代
一
己
蹟
圖
版
上
下
柵

　
朝
鮮
総
督
府
古
蹟
調
査
特
別
報
告
第
五
冊
と
し
て
表
記
強
蹟
調

査
の
圖
置
上
下
竪
冊
が
公
刊
さ
れ
た
。
其
装
傾
に
於
い
て
前
冊
の

「
立
浪
郡
民
代
馬
遣
蹟
」
と
姉
妹
編
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
調
査

委
員
も
亦
た
同
様
に
蘭
野
博
士
、
谷
井
、
栗
山
、
小
場
、
小
川
、

野
守
の
諸
氏
こ
れ
を
櫓
當
さ
れ
て
る
る
。
近
く
本
文
の
刊
行
を
見

る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
が
か
爾
冊
に
は
各
所
の
土
城
以
下
寺
蛙
、

（158）



古
瓦
か
ら
一
切
の
墳
墓
を
網
羅
し
て
み
る
。
從
來
此
種
の
内
容
を

部
分
的
に
包
括
し
て
み
る
「
朝
鮮
古
蹟
圖
譜
」
等
に
容
易
し
接
す
る
・

こ
と
の
出
來
な
い
も
の
に
と
っ
て
如
實
に
展
望
す
る
こ
と
が
幽
來

る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
盛
者
を
便
す
る
こ
と
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
　
　
⑳
日
本
石
器
時
代
植
物
性
遣
物
圖
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
田
貞
吉
、
杉
山
壽
榮
男
共
編

　
題
目
の
も
の
は
陸
奥
國
三
戸
郡
是
川
村
中
居
の
慧
跡
か
ら
植
物

の
果
核
を
始
め
其
加
工
品
が
石
器
及
土
器
と
混
在
し
て
嚢
暗
し
た

特
殊
な
姦
物
を
主
と
し
た
岡
録
で
あ
る
。
こ
の
墨
跡
に
就
て
は
既

に
撒
年
前
か
ら
注
済
せ
ら
れ
興
味
あ
る
資
料
の
獲
見
は
必
然
的
に

東
北
地
方
の
石
器
時
代
観
に
幾
多
の
新
知
見
を
欝
ら
さ
ん
と
し
て

み
る
も
の
で
あ
る
。
喜
田
博
士
は
其
見
解
を
次
の
如
く
述
べ
ら
れ

て
み
る
「
思
ふ
に
是
等
の
遺
物
を
留
め
た
我
先
住
民
族
は
箪
に
或

る
事
情
の
下
に
金
厩
利
器
を
自
由
に
製
作
使
用
す
る
を
得
な
か
っ

た
が
爲
に
依
然
と
し
て
石
器
時
代
の
歌
態
に
踏
み
止
っ
て
居
た
と

は
云
へ
、
其
の
隣
人
と
し
て
は
翫
に
金
属
文
化
に
嘉
す
る
先
進
二

男
を
有
し
、
彼
等
も
不
充
分
な
が
ら
刃
物
を
入
手
し
て
工
藝
品
の

　
　
　
　
　
簗
　
　
　
　
報

製
作
に
從
聾
し
た
の
で
あ
っ
九
事
が
，
其
の
遣
物
の
検
討
か
ら
謹

明
さ
れ
る
。
撃
っ
て
其
の
時
代
は
黒
子
本
州
に
於
け
る
石
器
酵
代

の
二
期
に
厩
し
、
實
年
代
に
於
て
も
案
外
下
っ
た
時
代
の
も
の
で
ボ

其
民
族
的
所
属
が
、
日
本
歴
史
上
漸
謂
蝦
夷
系
統
の
も
の
で
あ
っ

た
事
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
恐
ら
く
彼
等
は
其
後
遠
か
ら
す
日
本
文
化

を
移
入
し
、
日
本
民
族
に
混
入
し
て
跡
を
絶
つ
に
至
っ
た
も
の
で

あ
ら
う
L
云
々
と
し
て
み
る
。
因
に
植
物
性
慧
物
の
主
要
な
も
の

に
は
漆
塗
飾
弓
、
漆
塗
本
太
刀
、
箆
標
木
製
品
、
漆
塗
脚
付
圷
、

櫛
、
耳
飾
、
腕
輪
、
容
器
等
で
あ
り
。
俘
存
土
器
は
難
ヶ
岡
式
縄

紋
土
器
等
で
あ
っ
て
こ
れ
を
四
六
倍
判
四
十
四
葉
に
牧
相
し
た
も

の
で
あ
る
。
（
定
償
拾
五
園
、
東
京
妻
田
、
徳
江
書
院
嚢
行
）
〔
以
上

島
田
〕

三
元
憲
の
新
研
究

池
内
　
宏
著

　
蒙
古
襲
魚
群
ち
所
謂
元
憲
が
、
学
徳
史
上
に
於
け
る
外
毯
の
一

大
事
件
た
る
の
み
な
ら
す
，
支
那
史
上
に
於
て
も
亦
注
意
す
べ
き

封
外
事
件
の
一
で
あ
る
事
は
世
人
周
知
の
事
で
あ
る
。
こ
の
重
大

　
　
　
　
　
　
第
十
毛
巻
　
第
二
號
　
　
三
｝
七

（　I」r9　）


